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研究成果の概要（和文）：対象者は301名（男性55名，平均年齢86.0±7.39歳，女性246名，平均年齢88.0±6.34
歳）で，不良補綴残存群は26名（男性4名，平均年齢91.8±6.65歳，女性22名，平均年齢86.2±7.57歳），コン
トロール群は275名（男性51名，平均年齢85.5±7. 31歳，女性224名，平均年齢88. 2±6.20歳）であった．不良
補綴装置残存群はコントロール群と比較して歯科受診，口腔リハビリテーション実施割合, 粘膜ケア実施割合が
少なく，OAGの機能障害分類において重症度が高かった．
ゆえに不良補綴装置の残存は歯科受診頻度が少なく口腔機能障害低下を見落とされていることが示唆できた．

研究成果の概要（英文）：  Our subjects were 301 (55 males, mean age 86.0±7.39 years, 246 females, 
mean age 88.0±6.34 years).We assigned subjects to incompatible dental prosthesis group,which 
subjects have some incompatible dental prosthesis  and control group. Incompatible dental prosthesis
 group were 26 (4 males, mean age 91.8±6.65years, 22 females mean age 86.2±6.20 years). Control 
group were 275 (51 males, mean age 85.5±7.31years, 224 females mean age 88.2±6.20 years). 
Incompatible dental prosthesis group had fewer dental check up, oral rehabilitation and mucosal care
 than control group.  On the other hand, Incompatible dental prosthesis group had more severity of 
OAG functional impairment classification than control group.
  Therefore, It was suggested that subjects with incompatible dental prostheses were overlooked by 
reduced oral dysfunction due to fewer dental check up.

研究分野： 社会系歯学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　訪問歯科診療の充実によって介護老人福祉施設に歯科的な治療介入等がなされるようになったが、本研究で不
良補綴物の入っている対象者が8.6％存在していた。よって歯科の介入はさらなる推進が必要であることを示唆
できた。また不良補綴装置の残存は歯科受診頻度が少なく口腔機能障害低下を見落とされていることが示唆でき
た．
　それゆえ、本研究結果をもとに数値データをもとに介護老人福祉施設入所者に対して積極的な歯科受診勧奨が
可能になるとともに、歯科医療者側にも歯科補綴治療に加えて口腔機能訓練を促す根拠として使用できる意義深
い成果である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
介護保険施設に新規入所する高齢者の咀嚼・嚥下機能は比較的保持されているが，入所期間の

経過とともに，次第に機能低下が認められ、やがて嚥下障害を生ずる者が増加することが知られ
ている．補綴装置の悪化に伴い，咀嚼・嚥下機能に影響を与えるが，歯科治療受診の有無は入 
所者個人またはその代諾者の意向によって決まるため，歯科補綴装置の状態における咀嚼・嚥下
機能への影響を一律に評価できない．また，施設入所者にどの程度の割合で補綴治療が必要な人
が存在するのか，歯科医療受診がなされた施設入所者は咀嚼・嚥下機能，誤嚥性肺炎予防や栄養
状態等がどの程度改善したかは報告されていない． 
 
２．研究の目的 
本研究では介護施設入所者の歯科補綴治療のニーズとディマンドの関係ならびに歯科補綴治療
を受診した対象者の咀嚼・嚥下機能，誤嚥性肺炎予防や栄養状態等の経時的な変化を明らかにす
ることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
①前向きコホート研究 
研究フィールドは北海道内の介護老人福祉施設の入所者とした。調査項目は①歯科疾患（う蝕歯
本数，歯周病検査，唾液検査），②口腔機能（オーラルディアドコキネシス，RSST，咀嚼能力判
定試験），③全身的健康状態（要介護度，全身疾患，栄養状態，服薬歴，誤嚥性肺炎発症），④対
象者基本情報（年齢，性別，入所時の要介護度，入所歴），⑤医療受診（歯科医療受診の有無，
入院の有無）とした。 
 
②アンケート調査（２課題） 
1 つ目は北海道庁のホームページより、介護保険事業所・老人福祉施設等一覧のうち、特別養護
老人ホームの 500 施設に対して口腔インプラントを埋入されている入所者に対する口腔ケアに
関するアンケート調査（全数調査）である。 
2 つ目は多機関共同研究施設のうち、歯科インプラント治療終了してメンテナンスに移行してい
る 60 歳以上の患者を対象としたパイロット調査で研究対象者 30 名程度に口腔インプラントの
トラブルの有無や高齢者施設に入所した時に口腔インプラントのメインテナンスをどのように
継続するか等についてのアンケート調査である。 
 
 
４．研究成果 
 
パイロットスタディのデータセットを解析し、以下の解析結果を学会発表した。 
① かかりつけ歯科医療機関がある対象者は無い対象者に比べ，認知症日常生活自立度が有意に
低く(p = 0.033)，内服薬数が有意に多く(p = 0.021)，循環器疾患の既往が有意に少ない(p = 
0.049)。 
② 脳血管疾患の既往歴がある群では口腔ケアの自立度が有意に低く， オーラルディアドコキ
ネシス（パ音）が有意に少ない（p < 0.05）。 
③ 脳血管疾患の既往歴がある場合は，ない場合と比較して，OAG によるスクリーニングにおい
て「正常」の割合が有意に多かった（p < 0.05）。一方で，眼科疾 
患の既往歴がある場合は，ない場合と比較して，OAG によるスクリーニングにおいて「機能異常」
の割合が有意に多かった（p < 0.05）。 
④ 肺炎罹患率は，1年間で 3.7％で，先行研究で報告されている介護福祉施設入居者調査では，
武井（2015）らは，2010-2012 年 8.7％，木戸田ら（2017）は 2009 年 30.0％，2012 年 14.4％と
報告していることから，研究対象集団は先行研究の集団より口腔内状況は良い集団である。また
口腔内の状態は 1 年経過後も維持されていたが，口腔機能は加齢による低下を認めた。よって，
パイロットスタディより得られたデータセットから本研究集団における口腔内状況，対象者基
本情報から集団の特性を明示した。 
一年経過後のデータセットより以下の解析結果を学会発表した。 
⑤ 北海道の介護老人福祉施設入所者における口腔インプラントの現況として対象者のうち口腔
インプラントが入っているものは 1 名のみであった。当該対象者はアバットメントにより対顎
に傷があるものの適切な歯科的口腔ケアが入っており、状態は安定していた。（（公社）日本口腔
インプラント学会 第 41回 東北・北海道支部 学術大会） 
なお本発表は研究奨励賞を受賞した。 
⑥ 既往歴と肺炎による死亡との関連について単回帰分析で腎疾患に有意差を認めた（p < 0.05）。
一方で性年齢調整を行うと有意差を認めなかった。必要サンプル数を満たしていないことによ



るサンプリングバイアスの影響があるという限界はあるものの腎疾患と肺炎死に対して一定程
度関連性があることが示唆できた。（第 39 回北海道医療大学歯学会学術大会） 
 
アンケート調査より以下の解析結果を学会発表した。 
⑦回収 109 件(回収率 21.7%)であった.現在,インプラント埋入者がいる施設は 13 件,いない
施設は 28 件であった.「いる」と回答した 13 件のうち入居者数におけるインプラント埋入者
の構成割合の中央値は 2(0.64-10.0)%であった.過去にインプラント埋入者で問題が起きた入居
者がいる施設は 4 件(3.7%)で,インプラント埋入者の専門的口腔ケアの実施については,訪問診
療 11 件(10.1%),通院診療 1 件(0.9%),何もしていない 22 件(20.2%)という回答であった.看護
師がインプラント埋入者の口腔ケアの継続的な研修を受講できている施設は 22 件(20.2%),で
きていない施設は 67 件(61.5%)であった.標準的な口腔ケア手順の中にインプラント埋入者の
項目がある施設は 3 件(2.8%),ない施設は 95 件(87.2%)であった.「インプラント埋入者で問
題が起きた時の具体的な対応」,および,「インプラント埋入者の口腔ケアで気を付けていること
はありますか」の質問(自由記載)には,看護師が直面した倫理的葛藤や課題が多数記述されてい
た. （日本老年看護学会第 28 回学術集会） 
⑧結果：回収 109 件（21.7％）であった．9月の肺炎罹患率/月について回答したものは 75 件で
2.4±3.4％であった．口腔衛生管理加算しているかの回答は，はい 39 件（35.8％），いいえ 58
件（53.2％），知らない・未回答 12件（11.0%）であった．入居者の歯磨きの頻度は 3回/日が 89
施設 81.7％であった。入居者の 1 日の口腔ケアに要する時間総計は、15 分/日 50 施設 45.9％、
10 分/日 23 施設 21.1%であった。口腔衛生管理加算の有無と肺炎罹患率の比較では，p = 0.522
で有意差がなかった． 
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